
地
域
住
民
の
理
解
は

旧
赤
城
村
時
代
か
ら
医

療
の
拠
点
と
し
て
歴
史
が
あ
り
、

地
域
住
民
の
健
康
、
安
心
、
そ

の
も
の
の
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
統
合
も
時
代
か
と
思

う
が
、
地
域
住
民
の
理
解
は
得

ら
れ
て
い
る
か
。

診
療
所
の
統
合
に
つ
い

て
は
、
旧
村
時
代
に
村
議
会
で

の
質
疑
の
様
子
が
村
議
会
だ
よ

り
に
掲
載
さ
れ
全
世
帯
に
配
布

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
診

療
所
統
合
に
関
す
る
検
討
結
果

は
、
市
議
会
に
報
告
後
地
域
審

議
会
に
報
告
し
ま
し
た
が
、
今

後
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
地

域
の
方
の
理
解
を
得
た
い
。

通
院
の
交
通
手
段
は

現
在
の
バ
ス
路
線
で
な

く
町
内
一
円
の
タ
ウ
ン
バ
ス
運

行
の
考
え
は
。
ま
た
、
子
持
地

区
か
ら
の
交
通
手
段
と
し
て
、

浅
田
、
敷
島
間
の
橋
り
ょ
う
建

設
は
平
成
22
年
４
月
ま
で
に
完

成
可
能
か
。

診
療
所
の
統
合
に
伴
う

課
題
と
し
て
、
患
者
の
交
通
手

段
の
確
保
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
対
策
に
つ
い

て
は
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

等
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。
橋

り
ょ
う
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
は
お
お
む
ね
６
年
の
期

間
は
必
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

統
合
は
是
か
非
か

今
期
定
例
会
の
補
正
予

算
に
統
合
関
連
事
業
と
し
て
設

計
委
託
料
が
提
案
さ
れ
、
本
会

議
で
否
決
さ
れ
た
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

今
後
、
地
元
赤
城
地
区

に
お
い
て
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
地
域
の
方
々
の
理
解
を
得

る
と
と
も
に
、
患
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
等
も
踏
ま
え
て
整
理

の
し
直
し
を
行
っ
た
う
え
で
、

改
め
て
市
議
会
の
議
決
を
い
た

だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
創
設
を

市
民
が
参
加
し
や
す
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
に
、

団
体
に
よ
る
登
録
や
活
動
紹
介

の
環
境
を
。

市
で
は
、（
仮
称
）
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
業
務
に
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
や
団
体
の
紹
介
、

相
談
業
務
、
講
演
会
、
セ
ミ
ナ

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

等
の
実
施
が
あ
り
、
組
織
体
制

等
総
合
的
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
で

環
境
教
育
を

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
を

本
市
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
教
育
の
場
で
の
展
開
は
。

さ
ら
に
、
ご
み
の
減
量
化
と
再

資
源
化
の
取
り
組
み
は
。

身
近
な
生
活
の
問
題
が

地
球
環
境
や
命
の
問
題
に
ま
で

関
係
す
る
こ
と
を
学
ぶ
の
に
有

効
で
あ
り
、
各
学
校
に
紹
介
し

た
い
。
生
ご
み
減
量
に
加
え
枝

葉
破
砕
機
購
入
補
助
を
設
け
ま

し
た
。
地
域
で
の
資
源
ご
み
回

収
は
家
庭
ご
み
の
17
％
が
再
資

源
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
デ
ジ
の
取
り
組
み
は

難
視
聴
世
帯
へ
の
対
応

と
、
国
や
県
に
要
望
し
、
中
継

局
や
共
同
受
信
施
設
な
ど
へ
の

対
策
を
。
ま
た
、
悪
質
商
法
に

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
広
報
活

動
を
。

難
視
聴
対
策
と
し
て
、

国
や
放
送
事
業
者
に
、
中
継
局

へ
の
民
放
局
設
置
を
要
望
し
て

い
ま
す
。
地
形
に
よ
る
難
視
聴

の
た
め
、
共
同
受
信
施
設
を
設

け
て
い
る
組
合
に
対
し
て
は
、

地
デ
ジ
対
応
の
改
修
費
用
を
補

助
す
る
制
度
を
創
設
し
、
支
援

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
悪
質
商
法

の
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

須
田
　
　
勝
　
議
員

南
北
診
療
所
の
統
合
に
つ
い
て

安
カ
川
　
信
之
　
議
員

市
民
参
加
に
よ
る
共
生
の
社
会
を
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ス
カ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
は
赤
字

19
年
度
は
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
経
営
赤
字
。
今
後

の
運
営
方
針
、
経
営
見
直
し
は
。

遊
園
地
業
界
全
体
の
低

迷
も
あ
り
今
後
も
厳
し
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続

き
経
営
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

温
泉
施
設
の
今
後
の
運
営
は

小
野
上
温
泉
は
公
募
に

よ
り
民
間
企
業
が
指
定
管
理
者

に
な
っ
た
。
今
後
も
指
定
管
理

は
公
募
で
決
め
て
い
く
の
か
。

基
本
的
な
方
針
と
し
て

は
、
原
則
、
公
募
に
よ
る
も
の

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
ち
ば
な
の
郷
城
山
、

Ｓ
Ｕ
Ｎ
お
の
が
み
の
宿
泊
施
設

の
指
定
管
理
の
方
針
は
。

ご
質
問
の
２
施
設
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
中
に
事

務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー
、
公
社

の
経
営
は
様
々
な
角
度
か
ら
の

見
直
し
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

各
施
設
と
も
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
経
営
改
善
に
努
め
る
よ

う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
特
性
が
活
き
る
ま
ち
を

フ
ル
ー
ツ
酒
特
区
に
認

定
さ
れ
た
が
、
今
後
の
展
開
は
。

特
区
を
活
用
し
よ
う
と

す
る
事
業
者
も
見
込
ま
れ
て
お

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

豊
か
な
自
然
を
活
か
し

た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
菜

の
花
エ
コ
、
小
水
力
発
電
等
を

活
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

に
積
極
的
に
取
り
組
む
考
え
は
。

こ
れ
か
ら
は
広
い
渋
川

の
自
然
や
地
域
資
源
を
活
か
す

た
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
立
国
の
取
り
組
み

が
進
む
中
で
渋
川
市
も
「
観
光

立
市
宣
言
」
を
し
て
は
ど
う
か
。

現
段
階
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

不
登
校
・
保
健
室
登
校

の
現
状
と
、
原
因
・
対
策
は
。

昨
年
度
は
全
国
と
比
べ

や
や
少
な
い
状
況
で
し
た
。
情

緒
的
混
乱
や
人
間
関
係
等
原
因

は
様
々
で
す
が
、
全
校
一
致
の

体
制
づ
く
り
や
個
別
相
談
の
充

実
な
ど
行
っ
て
い
き
ま
す
。

不
登
校
等
を
生
む
こ
と

の
な
い
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

・
学
校
間
の
連
携
は
。
ま
た
、

卒
業
後
の
支
援
を
教
育
行
政
の

み
で
な
く
仮
称
「
不
登
校
等
対

策
協
議
会
」
を
設
置
し
て
全
庁

的
な
中
で
サ
ポ
ー
ト
を
。

児
童
生
徒
一
人
一
人
が

学
校
生
活
の
中
で
生
か
さ
れ
、

自
己
充
実
感
が
味
わ
え
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校

の
連
携
を
深
め
ま
す
。
ま
た
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
体

制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

麻
し
ん
の
感
染
拡
大
防
止
を

麻
し
ん
の
感
染
が
拡
が

っ
て
い
る
。
本
市
の
状
況
と
若

者
に
発
症
し
て
い
る
原
因
は
。

昨
年
度
の
渋
川
地
区
管

内
感
染
者
は
８
人
で
す
。
若
者

の
発
生
原
因
は
１
回
の
予
防
接

種
と
未
接
種
が
原
因
で
す
。

現
在
の
小
学
校
１
、
２

年
生
は
、
新
制
度
に
よ
る
２
期

の
予
防
接
種
率
が
低
か
っ
た
。

２
期
目
未
接
種
者
へ
の
公
費
負

担
で
接
種
率
向
上
を
。

第
三
セ
ク
タ
ー
、
公
社
の
経
営
状
況
と

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

予
防
接
種
は
県
内
相
互

乗
り
入
れ
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
回
の
予
防
接
種
が
望
ま
し
い

の
で
、
公
費
負
担
は
他
市
等
の

状
況
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
13

歳
と
18
歳
の
ワ
ク
チ
ン
追
加
接

種
率
が
低
調
。
本
市
の
状
況
と

予
防
接
種
を
受
け
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
。

７
月
ま
で
の
接
種
状
況

は
３
期
が
44
％
、
４
期
が
51
％

で
県
平
均
以
上
で
し
た
。
地
区

医
師
会
と
も
連
携
し
て
早
期
接

種
の
啓
発
を
し
ま
す
。

金
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渡
　
議
員

スカイランドパーク遊園地

不
登
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・
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麻
し
ん
感
染
に
つ
い
て

高
橋
　

敬
　
議
員

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

一 般 質 問一 般 質 問

小
学
校
の
保
健
室


